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次号予告「アディティブマニュファクチャリングの展望」

巻頭言
アディティブマニュファクチャリングと学問領域 

  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥楢原弘之

解　説
アディティブマニュファクチャリングとは何か 

  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥京極秀樹
樹脂材料光造形とその応用  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥丸尾昭二
レーザーによる金属の積層造形技術の研究開発動向 

  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥佐藤雄二ほか
セラミックスのレーザー直接造形  ‥‥‥‥木村禎一ほか
3Dバイオプリンティング  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥境　慎司

光学ハイライト
車載 LiDARの現在と未来  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥松原弘幸

気になる論文コーナー

今後の特集予定
47巻 12号「AI画像認識技術の進展」
48巻 1号「レーザーブレークダウン分光の基礎と応用」 

//編集後記 //

　「光学」においてX線関係の特集は約3年に一回です．
これは，「光学」編集委員の 1名は X線光学分野から選
出され，任期が 3年であるためです．日本光学会の学術
講演会ではX線関係の講演は残念ながらわずかですが，
私（三村）自身は大学で働きはじめてからすぐに日本光
学会に入会し，「光学」を辞書にして多くのことを勉強
しており，「光学」には感謝していました．
　X線光学の最先端の研究では，可視光領域で開拓され
た研究領域を追いかけることが多々あります．今回の特
集のようにX線がレーザーになるというのは画期的なこ
とで，回折限界や非線形光学など光学分野で当たり前の
言葉が，ようやくX線分野でも頻繁に聞かれるようにな
りました．コヒーレントX線光学という言葉もあります
が，その理由は，コヒーレントなX線の利用がいまだ珍
しいからです．
　本号ではX線自由電子レーザーを特集させていただき
ましたが，著者の先生方は，世界的にもX線光学をリー
ドしている研究者の方々です．世界最高性能のX線自由
電子レーザーを駆使し，この 10年で日本発のすばらし
い成果がたくさん生まれました．ようやくX線レーザー
が利用できる環境となり，コヒーレントや短パルスを利
用する新しいX線光学は，黎明期から発展期に移行しつ
つあります．X線研究の参入のハードルは高いと思いま
すが，チャンスはたくさん転がっていますので，この特
集号を機に多くの光学研究者がX線に興味を持っていた
だければ幸いです． （三村，小里）

特集関連の原著論文を募集しています
　「光学」では上記テーマの特集を企画しています．これに合わせて，特集テーマに関連のある原著論文を募集
いたします．投稿締切は，当該特集号の発行月の４か月前の 10日とします．
　特集関連の論文については査読作業をより迅速化し，採択となった論文はその特集号の発刊に合わせて掲載す
るようにいたします．特集号を明記のうえご投稿ください．詳しくは「光学」編集局 kogaku@academic-j.co.jp 
にお問い合わせください．
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